
問い合わせ 地域振興課　☎24・8396

　市では、北陸新幹線小松駅と小松空港との間をスマートに接
続し「レール＆フライト」の拡大と街中への人の流れの創出に
向けて、自動運転バスの導入に取り組んできました。３月の路
線バス運行開始を控え、車両や性能、運賃などを紹介します。

A.高精度3次元地図と高性能センサーにより位置を推
定し、システムが進行経路を判断してハンドル・アク
セル・ブレーキをドライバーに代わって操作します。

A.当面は運転手が乗車し、必
要に応じて手動で操作します。
今後、運転手なしの走行に向
けた試験を進め、公共交通と
しての安全・安心な運行方法
についても検討を行っていき
ます。

主要なセンサーであるLiDAR。レー
ザーを照射して、対象物までの距離
や性質を調べます。

車内で自動運転の
システム画面を

見ることができる!

自動運転バス
未来技術を活用した
次世代型のまちづくり

気になる運行路線 先進技術を詰め込んだ車両

自動運転
バスのこと

お披露目式を
開催します

走行距離
バ ス 停
運 賃

運行開始

片道4.4km
小松駅、小松空港（途中停留所なしの快速便）
大人280円、子供140円（交通系ICカード対
応）
3月上旬（予定）
※運行開始日やダイヤ情報など、
詳細は決まり次第市ホームページ
でお知らせします。

と こ ろ
内 容
対 象
定 員
申し込み

サイエンスヒルズこまつ
自動運転バスの紹介、セレモニー、試乗会など
どなたでも※小学生以下は保護者同伴
100人（応募多数の場合は抽選）
2月15日（木）までにこまつ電子申請サービスから

車 両
動 力
定 員
最高速度
センサー

ティアフォー製自動運転EVバス「Minibus」
環境にやさしい電気自動車
25人 ※当面は着席のみの16人で運用
自動運転時は35km/hで走行
LiDAR、RADAR、IMU、GNSS、物体認識用
カメラなど計32基搭載

3月運行開始へ!

どうやって自動で走るの？

特 集

Q

運転手は乗っているの？Q
A.車両のセンサーが、前方100ｍ、横70
ｍ以内の人、自転車、車、道路環境を常
に認識します。人間を超えるレベルの安
全確認を常時行い、危険な場合は速やか
に減速・停止します。
　また、安全な運行のために急な車線変
更や路上駐車をしないなど、交通ルール
順守にご協力ください。

安全性は？Q

教えて!

ワクワク!

33 日13時から

　被災した方の申請に基づき証明書を発行します（各種申
請に必要な場合があります）。
①罹災証明書：住家（アパートなどの借家を含む）　　　
②被災届出証明書：住家以外の建物・動産（車両や家財）
など
③被災証明書（事業者）：店舗、事業所、工場、設備など
④被災証明書（農・漁業者）：農作物、施設、設備など

問い合わせ　①②税務課　☎24・8032　③商工労働課　
☎24・8074　④農林水産課　☎24・8080

　能登半島地震によって被災されました皆さまに、心からお見舞い申し上げます。一刻
も早く元の暮らしを取り戻されますよう、支援制度をご紹介します。

　大規模半壊～準半壊の被害を受けた住宅の屋
根、居室、台所、トイレなどの応急的な修理を
支援します。
限度額　1世帯あたり70万6千円以内（準半壊は
34万3千円以内）※限度額を超える費用や対象外
の部分の費用は自己負担
工事完了報告期限　12月31日（火）

問い合わせ　建築住宅課　☎24・8106

　住居の全壊などにより、居住する住宅の確保が困難と
なった方は、民間賃貸住宅を一時的な住まいとして利用で
きます。利用条件や入居期間の基準など、まずはお問い合
わせください。

問い合わせ　建築住宅課　☎24・8095

　屋根などに被害を受けた住宅に、雨漏り予防
のブルーシートなどをかける費用を支援します。
限度額　１世帯あたり５万円
工事完了報告期限　２月29日（木）

問い合わせ　建築住宅課　☎24・8106

令和6年能登半島地震
被災された皆さまへ

お
知
ら
せ

参加
無料

罹災証明書・被災証明書などの申請

　住宅の被害の程度や再建の方法に応じて、支援金を支
給します。全壊～半壊など被害状況に応じて支援金の額
が異なりますので、まずはお問い合わせください。

問い合わせ　ふれあい福祉課　☎24・8051

被災者生活再建支援制度

被災住宅の応急修理制度

自宅に住めない場合の賃貸型応急住宅

　当面の生活費を必要とする被災者世帯へ、生活福祉資金
を貸し出します。詳しくはお問い合わせください。
限度額　原則1世帯あたり10万円（1回限り）※条件によっ
て20万円の貸し付けも可

問い合わせ　小松市社会福祉協議会　☎21・8555

生活福祉資金（緊急小口資金） 特例貸付

被災住宅の緊急の修理

　市外から避難している方の問い合わせを平日
9時から17時に受け付けます。お気軽にご連絡
ください。

問い合わせ　広域避難者対応チーム　☎24・
8154

市外からの広域避難

　住家が全壊または半壊し、学用品が使用出来
なくなり就学上支障のある児童・生徒に学用品
を支給します。
申請先　通学する小・中学校、小松市立高校

問い合わせ　学校教育課　☎24・8122　小松
市立高校　☎47・2910

学用品の支給

支援制度のお知らせ

り さい

自動運転ソフト　Autoware（国産の自動運転OS）

ライター レーダー

※AutowareはThe Autoware Foundationの登録商標です。
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